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富
山
県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
）
の
平
成
十
七
年
度
通
常
総

会
が
五
月
二
十
五
日
、県
下
三
十
二
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
富

山
市
内
で
開
催
し
、商
工
会
同
士
の
合
併
を
推
進
す
る
組
織
強
化
の

決
議
を
採
択
し
た
。

促
進
す
る
商
工
会
組
織
強
化
に
関

す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。
役
員
の

補
充
選
任
で
は
、橋
本
政
勝（
青
年

部
連
合
会
長
）
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
各
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

富
山
県
知
事
表
彰

▽
役
員
功
労
者
＝
川
原
敏
彦

（
八
尾
町
商
工
会
長
）
松
田
稔

（
井
波
商
工
会
長
）

県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

▽
優
良
商
工
会
＝
大
島
町
商
工

会
、
利
賀
村
商
工
会
▽
優
良
職

員
＝
稲
塚
育
子
（
中
田
）
橋
場

京
子
（
津
沢
）
岩
城
勉
（
和
合
）

谷
崎
達
也
（
県
連
）
石
村
真
由

美
（
小
矢
部
）
藤
田
誠
弘
（
入

善
町
）
南
野
敏
之
（
朝
日
町
）

▽
奨
励
賞
＝
小
林
誠（
大
島
町
）

藤
田
節
子
（
井
口
）
藤
井
由
美

子
（
五
箇
山
）

　

開
会
挨
拶
で
石
澤
会
長
は
「
町

村
合
併
と
連
動
し
て
商
工
会
の
合

併
が
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
進
ん

で
い
る
。
国
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
本
県
商
工
会
も
五
年
で　
１０

％
の
人
員
削
減
が
命
題
と
な
っ
て

お
り
、
商
工
会
同
士
の
合
併
は
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
工
会

の
合
併
は
規
模
の
大
小
に
係
わ
ら

ず
現
在
の
状
況
を
考
え
て
、
遠
い

将
来
の
問
題
で
な
く
、
目
前
の
問

題
と
し
て
受
け
と
め
役
員
会
、
専

門
委
員
会
で
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。
今
年
度
も
各
商
工
会
と
連

携
を
密
に
し
て
合
併
を
含
む
組
織

再
編
、
創
業
支
援
、
経
営
革
新
等

を
推
進
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
議
長
に
、
大
井

弘
戸
出
商
工
会
長
を
選
出

し
て
議
案
審
議
を
行
っ
た
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
平
成
十
六
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書
承

認
の
件
な
ど
、
八
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
小
規
模
事

業
者
の
支
援
体
制
を
維
持

す
る
た
め
商
工
会
議
所
と

の
合
併
を
行
わ
ず
、
商
工

会
同
士
の
合
併
、
連
携
を

新
市
が
誕
生
し
て
、
協

働
と
い
う
言
葉
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

参
加
や
参
画
で
な
く
、
協
働
な

の
だ
か
ら
、
特
別
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

▼
調
べ
て
み
れ
ば
、
協
働
と
は

「
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
知
恵
や

特
性
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
対
等

の
立
場
で
協
力
し
あ
う
こ
と
」

と
あ
っ
た
。
要
は
「
協
力
し
て

共
に
働
く
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
参
加
や
参
画
の
方
は
「
自

分
の
意
志
で
組
織
に
加
わ
り
、

計
画
な
ど
に
意
見
を
述
べ
、
行

動
す
る
」
と
あ
る
▼
い
ず
れ
も

重
み
の
あ
る
概
念
だ
が
、
協
働

の
定
義
の
中
に
知
恵
や
特
性
を

持
ち
寄
る
、
と
あ
る
。
こ
の
点

が
参
加
や
参
画
と
違
う
。
つ
ま

り
相
手
に
な
い
知
恵
や
特
性
が

求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
な
け
れ

ば
誰
も
協
働
し
な
い
と
い
う
こ

と
▼
ど
う
や
ら
、
協
力
し
て
共

に
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
義
務

と
し
て
強
制
は
さ
れ
な
い
が
、

傍
観
す
る
こ
と
な
く
、
主
体
と

な
っ
て
努
力
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。
新
市
民
に
訴
え

た
い
と
こ
ろ
は
、
こ
こ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

組
織
強
化
の
決
議
を
採
決

―
県
商
工
会
連
合
会
総
会
―

２　知事との懇談会、商工同友会総
会、新会長紹介

３　青年・女性部長研修会、モデル
工場研究会総会

４　商工会訪問元気シリーズ、ミニ
物産展

５　商工会NEWS、アドバイス経営
６　経営指導員レポート、ワンポイ

ント税務
７　各種研修案内、一日公庫　他
８　７月各地イベント案内
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開会挨拶する道古会長

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

「
起
業
育
成
」「
商
工
会
の
人
員
削

減
」「
企
業
再
生
支
援
」
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
を
交
わ
し
た
。

　

知
事
は
、
起
業
育
成
に
つ
い
て

「
創
業
し
て
二
〜
三
年
で
廃
業
と

な
ら
な
い
よ
う
未
来
塾
な
ど
で
起

業
マ
イ
ン
ド
を
身
に
付
け
さ
せ
、

創
業
後
の
技
術
、
資
金
面
な
ど
を

ホ
ロ
ー
し
た
い
」。

　

商
工
会
職
員
の
人
員
削
減
に
つ

い
て
は
「
県
も
ス
リ
ム
化
し
て
少

な
い
人
数
で
効
果
的
な
仕
事
を
心

が
け
て
い
る
。
供
に
そ
の
よ
う
な

気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」。ま
た
合
併
に
よ
り
配
置
基
準

な
ど
で
急
激
な
職
員
減
と
な
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
「
今
後
、
具
体

的
に
な
っ
た
段
階
で
地
域
実
情
な

ど
を
考
慮
し
て
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
た
。

　

企
業
再
生
支
援
に
つ
い
て
は

「
し
っ
か
り
し
た
再
建
計
画
が

あ
っ
て
、
債
権
放
棄
で
再
生
可
能

な
企
業
に
つ
い
て
は
弾
力
的
な
対

応
が
で
き
な
い
か
話
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

が
ど
の
よ
う
に
有
る
べ
き
か
を
考

え
な
が
ら
事
業
を
進
め
た
い
」
と

挨
拶
。

　

続
い
て
、
議
長
に
加
藤
城
端
商

工
同
友
会
長
を
選
出
し
て
議
案
審

議
に
入
り
、
提
案
さ
れ
た
一
号
議

案
か
ら
二
号
議
案
ま
で
可
決
承
認

さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
経
営
基
盤
強

化
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修
事
業

を
行
う
と
伴
に
、
地
域
経
済
活
性

化
研
究
事
業
で
は
、「
広
域
連
携
と

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
市
町

村
合
併
に
よ
る
課
題
と
影
響
な
ど

　

富
山
県
商
工

同
友
会
（
道
古

伸
夫
会
長
）
通

常
総
会
が
五
月

二
十
七
日
、
県

中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

　

道
古
会
長
が

「
今
年
度
は
、

変
わ
り
つ
つ
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
環
境
の
中

で
商
工
同
友
会

商
工
会
活
動
へ
の
理
解
を
要
請

石
井
知
事
と
懇
談
５月２５日

�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�

�  広域連携とまちづくり
県商工同友会

活性化
研究会

��������	


質疑を交わす石井知事

を
探
り
地

域
の
活
性

化
を
図
る

た
め
研
究

活
動
を
行

う
こ
と
を

決
め
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
経
済
経
営
講
演

会
が
あ
り
、
㈱
芝
寿
し
の
梶
谷
忠

司
会
長
が
「
創
造
と
挑
戦
」
と
題

し
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

梶
谷
会
長
は
、
戦
後
製
塩
業
か

ら
始
め
ら
れ
、
芝
す
し
を
開
業
し

て
四
十
八
年
に
な
る
。
毎
日
一
〇

万
個
の
笹
寿
し
を
生
産
し
、
飽
き

ら
れ
ず
に
こ
れ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

美
味
し
い
寿
し
は
作
ら
な
い
と
の

ユ
ニ
ー
ク
な
経
営
方
法
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　

最
初
に
石
井
知
事
か
ら
県
政
運

営
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
知
事

は
、「
構
造
的
財
源
不
足
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
ス
リ
ム
な
組
織
体
制

で
実
効
性
の
あ
る
行
政
改
革
を
協

力
に
推
進
し
た
い
。
変
化
の
激
し

い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新

た
な
総
合
計
画
『
世
界
に
羽
ば
た

く
元
気
と
や
ま
創
造
計
画
』
の
策

定
に
着
手
し
た
。
活
力
と
や
ま
で

は
、
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

策
と
し
て
、『
と
や
ま
起
業
未
来

塾
』
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、
年

三
千
件
の
新
規
創
業
を
目
指
し
た

い
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
た
。

　

石
井
知
事
は
就
任
以
来
県
内
各

地
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
地
域
住
民
と
懇
談
し
て
い

る
。
本
連
合
会
と
の
懇
談
で
は
、

　

二
十
五
日
、
富
山
市
内
で
県
下
三
十
二
の
商
工
会
長
等
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
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今
年
度
、
新
に
就
任
さ
れ
た
新

任
会
長
を
紹
介
し
ま
す
。

　

井
口
商
工
会　

松
川
勝
一
（
ま

つ
か
わ
し
ょ
う
い
ち
）　

歳
５６

㈲
エ
ム
エ
ム
工
業
社
長　

平
成
５

年
〜　

年
１１

理
事　
　
１１

年
〜　

年
１６

商
工
会
副

会
長
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モ
デ
ル
工
場
研
究
会
総
会

モ
デ
ル
工
場
研
究
会
総
会

大高全青連会長

高野精密工業を視察する会員

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　弱い動きがみられるも
のの、おおむね横ばい。

�生　　産�

　横ばいで推移する中で、
持ち直しの動きがみら
れる。

�設　　備�

　製造業を中心に増加し
ている。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、
引き続き改善している。

�企業倒産

　これまで減少傾向が続
いてきたが増加した。

���������	
�
福祉共済があなたの　
暮らしをまもります。

わずかな掛金で事故や
ケガを補償します。　

掛金・共済金は、
年齢・性別・職種に
関係なく一律！

充実した
入院・通院補償！

国内外・２４時間
フルカバー！

手術にも
手厚い補償！

高水準の入院補償と
死亡補償を両立！

お申込・お問い
合わせはお近くの
商工会へ

平成１６年９月１日から新たに疾病入院見舞金
が追加になりました。（３０日以上入院の場合、
Ａタイプ５万円、Ｃタイプ２．５万円）

　

青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会
で
は
、
今
年
度
の
役
員
改
選

に
よ
り
、
多
数
の
新
部
長
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

富
山
市
内
に
お
い
て
、望
ま
れ
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
を
学
ぶ

部
長
研
修
会
を
開
催
し
た
。

こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
「
家
庭

を
守
れ
ず
し
て
、
会
社
、
社
員
は

守
れ
な
い
」
と
強
調
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
県
連
の
村
上
俊
也
事

務
局
長
か
ら
「
県
女
性
連
活
動
に

期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
「
国
、

県
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
合
併
を

視
野
に
入
れ
た
組
織
・
事
業
活
動

を
改
革
す
る
時
に
あ
る
。
女
性
部

事
業
で
は
、
存
在
感
や
目
標
を
明

確
に
し
て
三
十
二
の
商
工
会
女
性

部
が
一
つ
に
な
っ
て
、
全
部
員
参

加
の
元
気
な
女
性
部
を
目
指
し
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
た
。

案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ

れ
、
厳
し
い

経
営
環
境
の

中
で
、
経
営

者
自
ら
の
意

識
改
革
を
行
い
、
企
業
の
経
営
体

質
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
た
。

　

引
き
続
き
、
高
野
社
長
の
案
内

で
工
場
見
学
を
行
っ
た
。

　

高
野
社
長
は
「
昭
和
三
十
九
年

に
創
業
し
、
六
年
程
前
に
設
備
投

資
を
行
い
新
工
場
で
の
プ
ロ
テ
ク

タ
（
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
等
に

使
用
）生
産
に
よ
り
、パ
ー
ツ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
付
加
価
値
の
高
い
製

品
作
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、

製
品
も
標
準
品
と
し
て
値
段
設
定

を
行
う
事
が
可
能
と
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
販
路
の

広
が
り
も
出
て
き
た
。
現
在
で
は

売
り
上
げ
の
四
十
％
程
が
パ
ー
ツ

生
産
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。

　

モ
デ
ル
工
場
研
究
会
（
会
員
二

十
五
社
）
の
通
常
総
会
が
去
る
、

五
月
二
十
七
日
、
高
野
精
密
工
業

（
八
尾
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
全
議

�　

六
月
九
日�
、
全
国
商
工
会
青

年
部
連
合
会
長
の
大
高
衛
氏
か
ら

「
全
国
商
工

会
連
合
会
の

活
動
に
つ
い

て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

大
高
会
長
は
「
青
年
部
に
入
っ

て
数
多
く
の
出
会
い
か
ら
ノ
ウ
ハ

ウ
を
得
て
、
そ
れ
を
商
売
に
活
か

す
シ
ス
テ
ム
を
組
め
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
商
工
会
を

意
識
し
、
商
工
会
の
事
業
一
つ
一

つ
を
見
て
、
う
ま
く
利
用
す
れ
ば

自
分
の
事
業
所
を
良
く
す
る
会
だ

と
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
」。

　

ま
た
、
青
年
部
事
業
を
活
性
化

す
る
た
め
に
は
、「
青
年
部
の
持
っ

て
い
る
能
力
を
洗
い
出
し
て
、
何

が
で
き
る
の
か
論
争
す
る
こ
と
で

興
味
が
も
て
活
動
が
活
発
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

青
年
部
長
研
修
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

青
年
部
・
女
性
部
長
研
修
会

家庭を守れずして、社員は
守れないと話す白石末子社長

�　

六
月
七
日�
、
講
師
の
㈱
ラ

ポ
ー
ジ
ュ
代
表
取
締
役
社
長
白
石

末
子
氏
か
ら
「
起
業
家
精
神
を
も

ち
つ
づ
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
い
た
。

　

白
石
社
長
は
、
二
十
代
で
子
供

の
大
病
、
夫
の
交
通
事
故
に
よ
る

障
害
、
ご
自
身
も
肺
が
ん
を
患
い

生
死
の
境
を
さ
迷
う
な
ど
の
不
遇

に
遭
い
な
が
ら
も
、
自
立
を
目
指

し
て
和
裁
を
習
い
縫
製
業
を
立
ち

上
げ
た
。
人
一
倍
努
力
し
た
結
果
、

高
度
成
長
の
時
流
に
乗
っ
て
急
成

長
す
る
。
そ
の
後
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
低
迷
す
る
も
和
服
の
縫
製
を

ミ
シ
ン
で

縫
う
ア
イ

デ
ア
で
大

量
生
産
を

可
能
に
し
、

難
局
を
乗

り
切
っ
た

女
性
部
長
研
修
会
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第
十
三
回
全
国
ふ
る
さ
と
物
産

展
（
全
国
商
工
会
連
合
会
・
都
道

府
県
商
工
会
連
合
会
・
商
工
会
）

が
六
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
の
六

日
間
に
渡
り
、
東
京
の
百
貨
店
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
三
十
一
都
道
府
県
よ
り
九

十
七
の
出
展
（
食
品
六
十
三
・
工

芸
品
三
十
五
・
一
事
業
者
両
出
展
）

が
あ
り
、
商
工
会
地
域
の
特
産
品

Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
っ
た
。

　

本
県
か
ら
は
三
商
工
会
が
出
展

し
、
醤
油
・
み
そ
（
庄
川
町
）、
大

根
寿
し
・
漬
物
各
種
（
城
端
町
）、

ヘ
チ
マ
ス
キ
ン
ロ
ー
シ
ョ
ン
・
ヘ

チ
マ
日
用
品
（
大
島
町
）
等
が
人

気
を
集
め
た
。

　

ま
た
物
産
展
会
期
中
、
商
工
会

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
本
県
の

観
光
マ
ッ
プ
、
特
産
品
カ
タ
ロ
グ

を
配
布
し
て
、
本
県
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
。

決
意
は
親
の
背
中

��������	
��


��������	
��

宇田種苗店（朝日町）

朝
日
町
桜
町
九
九
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
５
‐
８
３
‐
３
３
５
４

い
つ
も
笑
顔
で
接
客
を

こ
れ
か
ら
の
店
創
り

　

朝
日
町
桜
町
、
街
近

郊
の
住
宅
地
に
当
町
を

代
表
す
る
種
苗
園
芸

用
品
販
売
店
「
宇
田
種

苗
店
」
が
あ
る
。
今
回

は
そ
の
後
継
者
と
し

て
家
業
を
手
伝
う
宇

田
晴
彦
さ
ん
を
紹
介

す
る
。

　

県
外
の
種
苗
専
門
学
校
卒
業
後
、

大
手
種
苗
会
社
の
社
員
と
し
て
三

年
間
、
生
産
部
門
に
所
属
し
在
庫

管
理
・
商
品
管
理
等
経
営
に
役
立

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、

家
業
を
継
ぐ
べ
く
地
元
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
、
現
在
は
三
代
目
店
主
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
る
。

　

幼
い
頃
よ
り
祖
父
母
や
父
母
の

働
く
背
中
を
見
て
育
ち
、「
い
つ
し

か
自
分
が
こ
の
店
を
盛
り
立
て
て

や
る
」
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
本

人
。
現
在
は
、
父
母
及
び
従
業
員

一
丸
と
な
っ
て
日
夜
仕
入
に
販
売

に
接
客
に
育
苗
に
汗
を
流
す
。

　

家
業
に
従
事
し
て
三
年
、
今
で

は
週
に
一
度
遠
方
へ
鉢
花
等
の
仕

入
に
自
ら
出
向
き
、
セ
リ
に
参
加
、

自
分
の
目
で
確
か
な
商
品
を
選
ぶ
。

　

よ
う
や
く
顔
な
じ
み
の
お
客
さ

ん
を
主
体
に
「
ニ
ー
ズ
」
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
彼

は
、
接
客
も
気
軽
に
こ
な
し
、
苗

の
上
手
な
育
て
方
を
丁
寧
に
教
え

る
「
種
屋
の
さ
わ
や
か
ア
ン
チ
ャ

ン
」
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
自
店
で
の
種
苗
生
産

に
チ
カ
ラ
を
入
れ
、
高
品
質
で
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
創
り
、

又
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

接
客
力
の
向
上
を
目
指
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
店
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
意
気
込
む
。

目標はオリジナル商品があるお店に

小田急百貨店新宿店
で６日間開催される

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

全
国
ふ
る
さ
と
物
産
展

全
国
ふ
る
さ
と
物
産
展

後継者　宇 田 晴 彦
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流
行
は
、
流
行
だ
―
―
と
い
う

だ
け
で
我
先
に
採
り
入
れ
る
の
は

問
題
も
あ
る
。
企
業
で
も
新
し
い

考
え
方
や
成
果
を
十
分
に
検
討

も
し
な
い
で
、
流
行
の
経
営
技
術

を
追
い
か
け
て

い
る
不
思
議
も

あ
る
。

　

例
え
ば
、
リ

ス
ト
ラ
で
あ
る
。
執
行
役
員
で
あ

る
。
任
期
を
一
年
に
す
る
取
締
役

で
あ
る
。
業
績
評
価
制
度
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
大
手
企
業
が
先
に
採
用

し
た
も
の
で
、
そ
れ
な
り
の
成
果

営
と
言
い
切
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
。

　

社
長
夫
人
が
監
査
役
、
母
親
が

会
長
と
い
っ
た
よ
う
な
同
属
の
小

さ
な
企
業
に
は
本
来
、
そ
れ
な
り

の
経
営
の
仕
方
が
あ
る
は
ず
。

　

経
営
者
が
近
代
的
と

言
わ
れ
る
経
営
技
術
を

学
ぶ
の
は
自
由
で
あ
る

が
、
こ
ん
な
流
行
経
営

に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
従
業
員
は

気
の
毒
で
あ
る
。
も
っ
と
も
業
績

が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
の
な
ら

ば
結
構
な
「
大
企
業
の
物
ま
ね
経

営
」
で
は
あ
る
。

も
出
て
い
る
。

　

所
謂
「
大
企
業
病
」
は
、
余
剰

な
人
員
や
責
任
が
曖
昧
な
部
分
を

一
掃
す
る
こ
と
が
重
要
な
合
理
化

で
あ
り
、
働
く
意
欲
の
刺
激
策
で

あ
り
、
収
益
の
改
善
策
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
企
業
の
真
似
を

し
て
取
締
役
の
任
期
を
短
縮
し
た

り
、
業
績
評
価
の
給
与
に
し
た
り

す
る
こ
と
だ
け
で
、
先
進
的
な
経

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
�

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
「
城
端
に
ぎ

わ
い
館
じ
ゃ
ん
と
こ
い
」
が
、
イ

タ
リ
ア
製
寝
具
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「
マ
ニ
ラ
ン
ド　

イ
マ
イ
」
と
の

複
合
店
舗
と
し
て
、
五
月
十
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

に
ぎ
わ
い
館
は
平
成
十
四
年
十

月
か
ら
、国
、県
な
ど
の
補
助
を
得

て
城
端
町
商
工
会
が
空
き
店
舗
を

改
装
し
て
運
営
し
て
き
た
が
、
補

助
が
昨
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、新
に
地
元
の
縫
製
業「
ク
レ
ー

ル
」
が
エ
コ
素
材
の
シ
ー
ツ
製
造

事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
に
伴
な
い

寝
具
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
併
設
し
て

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
規
模
は
縮
小

さ
れ
た
が
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
観
光
土
産
品

コ
ー
ナ
ー
、
ま
ち
な
か
発
信
コ
ー

ナ
ー
が
常
設
さ
れ
、
ま
た
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
る
な
ど

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
お
店
と

な
っ
た
。

観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作

観
光
あ
ん
ど
ん
制
作

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

八
尾
女
性
部

　

「
坂
の
町
」
八
尾
の
風
情
を
柔

ら
か
な
明
か
り
で
演
出
し
よ
う
と
、

八
尾
町
商
工
会
女
性
部
（
小
原
は

な
子
部
長
）
が
、「
観
光
お
わ
ら
あ

ん
ど
ん
」
三
十
基
を
手
作
り
で
制

た
力
作
も
あ
る
。

　

制
作
さ
れ
た
あ
ん
ど
ん
は
、
メ

ン
バ
ー
の
店
頭
や
ウ
イ
ン
ド
ー
に

吊
り
下
げ
ら
れ
、
夕
暮
れ
時
か
ら

電
球
を
と
も
し
て
、「
お
わ
ら
風
の

盆
」
な
ど
が
描
か
れ
た
あ
ん
ど
ん

で
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

作
し
た
。

　

お
わ
ら
な
ど
イ
ベ
ン
ト
期
間
だ

け
で
な
く
、
一
年
を
通
し
て
八
尾

の
魅
力
や
「
も
て
な
し
の
心
」
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
、
照

明
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
講
師
に
、
あ
ん

ど
ん
制
作
教
室
を
開
い
て
作
っ
た
。

　

あ
ん
ど
ん
は
縦
横
三
十
セ
ン
チ
、

高
さ
五
十
セ
ン
チ
で
、
木
製
の
骨

組
み
の
周
辺
に
、
お
わ
ら
や
地
元

の
獅
子
舞
、
季
節
の
花
な
ど
の
風

物
を
描
い
た
和
紙
を
張
っ
た
も
の

で
、
和
紙
を
立
体
的
に
張
り
付
けあんどんを持ち寄り、試験点灯

再生紙を使用しています。 

富　山　湾 

八重津浜海水浴場 

日本海石油 

国道8号線 
中島大橋 

荻浦橋 

商工会 
倉垣小 

八幡小 至高岡 

至新湊 

北代 

八町 寺島 至新潟 

至岩瀬 
神
通
川 富山市四方八重津浜海水浴場組合 

和合商工会 ☎（076）435－0182

無料 

駐車場 

完備 
71 海開き！！ 

四方八重津浜へいらっしゃい!
よ  か た  や  え  づ  は ま  

◆組合規定休憩料金 
・大人1,000円・中学生700円・小人500円 金 

貸席・飲食 

八重津の家ハタヤビーチ 

スキューバダイビング 
マリンジェット・バナナボード 

マリン・ブルー 
☎435-6466

貸席・飲食 

エイト八重津 
☎435-1320

貸席・飲食 

ハイビオン  ザ  ビーチ 
☎435-5007

　 

サンビーチ八重津 
☎435-4396☎435-2655

キリトリ線 

座席無料券 
お一人様 

八重津浜・全館共通 

リニューアルして整備された館内
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呉羽商工会　　 

経営指導員　坂 本 重 夫

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

地
域
活
性
化
の

一
役
を
担
っ
て

●お問い合せは 

北日本印刷株式会社 
コミュニケーション支援企業 

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820 
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp

№106

の
修
復
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
態

で
あ
れ
ば
、
全
面
防
水
工
事
費
用

全
額
に
つ
い
て
は
通
常
の
維
持
管

理
の
た
め
の
費
用
と
考
え
ら
れ
、

修
繕
費
に
な
り
ま
す
。

　
　

形
式
基
準

　

資
本
的
支
出
に
な
る
か
修
繕
費

に
な
る
か
不
明
な
と
き
は
、
形
式

基
準
と
し
て
前
期
末
取
得
価
額
の

　

％
以
下
で
あ
れ
ば
修
繕
費
と
し

１０て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
本
問
の
場
合
も
該
当
し
ま
す
。

　
　

高
品
質
物
へ
の
取
替

　

品
質
又
は
性
能
の
高
い
も
の
へ

取
替
え
た
場
合
は
、
通
常
の
取
替

に
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
費
用
を

越
え
る
部
分
が
資
本
的
支
出
に
な

り
ま
す
。（

税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

賃
貸
ア
パ
ー
ト
（
取
得
価

額
八
千
万
円
）
の
陸
屋
根
が
腐
食

し
て
こ
の
状
態
で
は
近
い
う
ち
に

雨
漏
り
を
起
こ
し
そ
う
な
の
で
、

業
者
に
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

全
面
防
水
工
事
（
三
百
万
円
）
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
全
額
修
繕
費
と
し
て
処
理
し

て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

原
則

　

陸
屋
根
の
全
面
防
水
工
事
は
、

一
部
が
損
壊
し
た
場
合
の
修
繕
と

異
な
り
、
大
部
分
の
取
替
え
又
は

大
修
理
に
該
当
し
資
本
的
支
出
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
　

傷
が
激
し
く
雨
漏
り
の
時

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う

に
陸
屋
根
の
傷
が
激
し
く
、
全
面

防
水
工
事
を
し
な
け
れ
ば
雨
漏
り

ベ
ン
ト
に
出
来
る
か
考
え
る
中

で
、
自
分
の
今
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、

こ
の
ま
つ
り
の
盛
り
上
げ
の
一

途
に
な
れ
ば
と
実
行
委
員
と
今

年
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

華
街
道　
く
れ
は
祭
り

　

地
域
住
民
と
呉
羽
地
域
の
商
店

会
員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
、
近
年
は
八
月
の
第
三
土
曜

日
に
「
華
街
道
く
れ
は
祭
り
」
を

開
催
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
雰
囲
気

づ
く
り
と
芸
術
文
化
の
街
に
ふ
さ

わ
し
い
明
る
い
街
づ
く
り
で
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

市
民
参
加
型
の
「
音
楽
の
祭

典
」・
プ
ロ
と
ア
マ
の
「
芸
能
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」・
フ
リ
マ
や
会
員

に
よ
る
「
テ
ン
ト
村
」
等
を
実
施

し
、
多
方
面
か
ら
色
々
な
ご
意
見

を
頂
き
、
如
何
に
地
域
密
着
の
イ

青
年
部
活
動

　

過
去
に
青
年
部
の
担
当
経
験
が

無
い
等
で
戸
惑
い
は
あ
っ
た
が
、

早
一
年
経
過
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
呉
羽
を
知
ら
ざ
る

し
て
呉
羽
を
語
る
べ
か
ら
ず
の
如

く
、
部
員
自
ら
が
呉
羽
っ
子
に
成

ろ
う
と
「
呉
羽
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
に
昨
年
度
は
勉
強
会
を
三
回
開

催
し
た
。
こ
の
こ
と
は
呉
羽
を
愛

す
る
者
の
一
番
大
事
な
こ
と
で
、

こ
の
気
持
ち
を
持
続
す
る
こ
と
が

色
々
な
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行

で
き
る
と
確
信
し
た
勉
強
会
に

な
っ
た
。

�　

呉
羽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

自
治
振
興
会
を
始
め
、
各
種
団
体

と
相
談
し「
地
域
活
性
化
懇
談
会
」

を
開
催
し
て
協
議
し
た
結
果
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が

最
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
市
当
局

を
始
め
関
係
団
体
の
ご
理
解
に
よ

り
、
昨
年
の
試
行
運
行
を
踏
ま
え

て
本
年
度
か
ら
本
格
運
転
が
開
始

呉
羽
い
き
い
き
バ
ス
が

ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

今
後
、
行
政
は
サ
ポ
ー
ト
に
回

り
地
域
が
主
体
（
地
域
住
民
と
協

賛
事
業
所
の
方
々
）
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

チビッコが楽しむくれは祭り

住民に期待されスタートした呉羽いきいきバス
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　「一日公庫」（融資相談会）を次の日程で開催いたします。

開催場所日　程開催場所日　程

入善町商工会１３日 „

７
月

小杉町商工会２４日 »
６
月 八尾町商工会

１４日 ”
城端商工会・
井口商工会共催

２８日 ‚
福岡町商工会

山 田 商 工 会

１５日 »

津 沢 商 工 会１日 »

７
月

和 合 商 工 会福 光 商 工 会６日 „

中 田 商 工 会婦中町商工会

７日 ” 戸 出 商 工 会１９日 ‚小矢部商工会

立山町商工会
２０日 „

福 野 商 工 会

上市町商工会大沢野町商工会

１１日 • 大 山 商 工 会２１日 ”井 波 商 工 会

呉 羽 商 工 会２２日 »庄川町商工会

細入村商工会

１２日 ‚
朝日町商工会

大島町商工会

大門町商工会

事 務 所 / 富山市山室荒屋５１４　第二スタジオ / 富山市針原中町
第一スタジオ / 富山市五福新町

素　泊　大人３，９６１円
朝食付　大人４，６５４円

　

悪
質
な
不
法
投
棄
に
対
処
す
る

た
め
、
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
廃

棄
物
処
理
法
が
改
正
さ
れ
、
収
集

運
搬
車
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え

付
け
が
義
務
付
け
さ
れ
た
。

�
表
示
は
運
搬
車
の
両
側
面
に
、

「
産
業
廃
棄
物
運
搬
車
」、「
事
業

所
名
」
な
ど
を
明
記
。

�
書
面
は
、
運
搬
廃
棄
物
状
況
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

富
山
県
生
活
環
境
部　

環
境
政

策
課
廃
棄
物
対
策
班　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

７
６
―
４
４
４
―
３
１
４
０

　

県
内
の
特
産
品
等
を
販
売
す
る

事
業
者
、
団
体
等
で
つ
く
る
「
田

舎
が
い
ち
ば
ん
」
実
行
委
員
会
で

は
、
今
年
も
お
盆
時
期
の
帰
省
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、と
や
ま
特
産
・

全
国
工
芸
物
産
市
を
三
日
間
開
催

す
る
。

　

現
在
出
展
事
業
者
を
募
集
し
て

お
り
、
希
望
さ
れ
る
方
は
地
元
商

『
第
五
回
田
舎
が
い
ち
ば
ん
』

〜
と
や
ま
特
産
・

全
国
工
芸
物
産
市
〜

開
催
案
内
と
出
展
者
募
集

▽
受
講
料
３
千
円

▽
締
切
り
定
員
に
な
り
次
第

【
販
路
拡
大
！
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

道
場
と
や
ま
】
〜
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
運
営
の
方
を
対
象
〜

▽
定
員　

人
３０

▽
期
日
・
場
所
８
月
〜　

月
ま
で

１２

６
回
講
座
富
山
技
術
交
流
ビ
ル

▽
受
講
料
３
万
１
千
５
百
円

▽
締
切
り
定
員
に
な
り
次
第

【
強
い
営
業
部
隊
の
作
り
方
】

▽
定
員　

人
３０

▽
期
日
・
場
所
８
月　

日�
〜　

１８

１９

日�
　

日�
〜　

日�
の
４
日

２５

２６

間
・
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

▽
受
講
料
８
千
８
百
円

▽
締
切
り
８
月　

日�
１１

【
成
果
主
義
時
代
の
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
考
え
方
・
進
め
方
】

▽
定
員　

人
３０

▽
期
日
・
場
所
８
月　

日�
〜　

２３

２４

日�
・
９
月
１
日�
〜
２
日�
の

４
日
間
・
富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

【
新
商
品
企
画
塾
】
〜
新
商
品
開

発
の
考
え
方
、
発
想
法
、
分
析
手

法
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
〜

▽
定
員　

人
３０

▽
期
日
・
場
所
８
月
８
日�
・
９

日�
・　

日�
３
日
間
富
山
技
術

１０

交
流
ビ
ル

工
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

八
月
十
三
日�

　

十
一
時
〜
十
七
時

　

八
月
十
四
日�
・
十
五
日�

　

十
時
〜
十
七
時

【
開
催
場
所
】

　

富
山
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル

事
前
告
知
を
、
北
日
本
放
送
、
北

日
本
新
聞
に
て
開
催
告
知
し
ま
す
。

　

出
展
料
金
は
、
１
ブ
ー
ス
三
六
、

七
五
〇
円（
税
込
）。
締
め
切
り
は

七
月
上
旬
。

《
申
込
先
》
地
元
商
工
会
ま
で
。

《
申
込
先
》　

富
山
県
商
工
会

連
合
会
・
研
修
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

７
６
―
４
４
１
―
２
７
１
６

h
ttp
:w
w
w
.sou
k
ou
ren

―toy

am
a.or.jp/̃daigaku/

�
�
�
�
�
�

《
申
込
先
》　

富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６

―
４
４
４
―
５
６
０
０

http//w
w
w
.tonio.or.jp/jin

zai/index06_1.htm
l

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

富
山
県
中
小
企
業
大
学

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

富
山
県
新
世
紀
産
業

機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程

機
構
研
修
日
程

開催時間　午前10時から。
ただし、庄川町・大門町商工会は午後1時30分からです。
なお、ご利用の方は事前に各商工会までご連絡下さい。

��������	
�
国民生活
金融公庫
から

▽
受
講
料
８
千
８
百
円

▽
締
切
り
８
月　

日�
１７

�
�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
��

�
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中国の国宝「京劇」

夜空を彩る花火大会

町内を練り歩く武者行列

戸出七夕まつり実行委員会 

第42回七夕祭りの主なイベント日程 
 ・七夕鑑賞大小3000本の七夕飾り 

 

・YOSAKOI戸出 

・音楽とストリートパフォーマンス 

・児童クラブあんどんパレード 

 

 
・不用品即売会 

・ライブin戸出 

・園芸講習会 

・菊苗無償配布 

・戸出中学校吹奏楽部及び社明パレード 

・ギターとアルパでの弾き語り 

・華の会踊り 

 

 
・戸出地区保育園児民謡踊り 

・民謡踊り街流し 

 ・七夕コンテスト表彰式 

●お問い合わせ先 戸出商工会 TEL（0766）63-0792

7/3 
（日） 
 

7/7 
（木） 
 

7/6 
（水） 
 

7/5 
（火） 
 

主催 

七夕まつり 
 

七夕まつり 
 7月3日 7月7日 日 木 ～ 

 戸出   戸出  

7/4 
（月） 

佐
々
成
政

戦
国
時
代
祭
り

大 山

大
島
商
工
ま
つ
り

大島町

水
橋
橋
ま
つ
り　
　

ふ
る
さ
と
商
工
祭
り

水 橋

　

大
山
に
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将

佐
々
成
政
を
た
た
え
る
祭
り

「
佐
々
成
政
戦
国
時
代
祭
り
」
が
、

二
十
四
日�
上
滝
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
る
。

　

佐
々
成
政
は
戦
国
時
代
、
豊
臣

秀
吉
に
攻
め
ら
れ
た
際
、
冬
の
立

山
を
超
え
た
「
さ
ら
さ
ら
越
え
」

は
有
名
。
こ
の
ル
ー
ト
に
な
っ
た

の
が
旧
大
山
町
で
、
途
中
の
鍬
崎

山
に
隠
し
た
と
さ
れ
る
埋
蔵
金
伝

説
が
残
っ
て
い
る
。

　

祭
り
は
、
武
者
行
列
と
埋
蔵
金

探
し
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
、
民

謡
お
ど
り
、
獅
子
舞
競
演
会
、
薬

師
太
鼓
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。

　

三
十
日�
大
島
町
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
広
場
で
大
島
町
制
最
後
の
商
工

ま
つ
り
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
中
国
民
族

芸
術
の
「
京
劇
」「
中
国
武
術
」

「
二
胡
演
奏
」
な
ど
華
麗
な
衣
装

や
大
立
ち
回
り
、
そ
し
て
心
に
響

く
民
族
楽
器
の
音
楽
、
優
美
な
舞

踊
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
本
場
徳
島
か
ら
「
で
ん

こ
う
連
一
行　

名
」
に
よ
る
に
ぎ

５０

や
か
な
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
る

ほ
か
、「
縁
日
通
り
」
で
は
昔
懐
か

　

二
十
三
日�
〜
二
十
四�
の
二

日
に
わ
た
り
橋
ま
つ
り
、
商
工
祭

り
が
開
催
さ
れ
る
。

　

二
十
三
日�
は
、
中
学
生
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
市
中
行
進
等
を
始
め
、

夜
に
は
白
岩
川
を
彩
る
御
神
灯
流

し
が
行
わ
れ
、
午
後
八
時
に
は
数

百
発
の
花
火
大
会
が
あ
り
、
夜
空

を
彩
る
。

　

二
十
四�
は
、
釣
り
大
会
や
か

ね
七
㈱
広
場
に
お
い
て
水
橋
高
校

吹
奏
楽
、
小
学
生
な
わ
と
び
大
会

等
、
夜
に
は
川
野
夏
美
＆
竹
島
宏

歌
謡
シ
ョ
ー
、
中
央
大
売
出
し
抽

選
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
る
。

し
い
あ
め
細
工
職
人
芸
や
駄
菓
子

屋
横
丁
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
る
。

お問い合せ先日　時イベント名
０７６‐４３５‐０１８２和合商工会７／１ »～１ヶ月間浜茶屋営業県内トップをきって海開き（八重津浜）
０７６３‐２２‐２５３６福野商工会２と７の付く日　午前４時～午前６時市の里福野２・７の朝市
０７６‐４６３‐１２２１立山町商工会７／２ …　１６：００～１９：００まほろば夕市
０７６‐４８５‐９００３細入観光協会７／９ …～１０ ¶らっきょう体験掘フェア
０７６６‐６３‐０７９２戸出商工会７／３ ¶～７ ”第４２回戸出七夕まつり
０７６‐４７２‐０７１６上市町商工会７／１７ ¶市姫さんど
０７６６‐６４‐３０８８福岡町商工会７／１７ ¶つくりもん市
０７６３‐５２‐２０３８福光商工会７／２１ ”～２４ ¶南砺市誕生記念福光ねつおくり七夕祭り
０７６３‐６２‐１８２１城端観光協会７／２２ »～２８ ”虫干し法会
０７６３‐８２‐０１８４いなみ太子伝観光祭実行委員会７／２３ …～２５ •太子伝観光祭
０７６‐４７８‐０２４７橋まつり実行委員会７／２３ …～２４ ¶水橋橋まつり・ふるさと商工祭り
０７６‐４８３‐１４２０大山商工会７／２４ ¶佐々成政戦国時代祭り
０７６‐４６３‐１２２１立山まつり実行委員会７／２９ »～３１ ¶第五十回立山まつり
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会７／２９ »～３０ …源平火牛まつり
０７６３‐８２‐１９０１庄川水まつり実行委員会７／３０ …～３１ ¶庄川水まつり
０７６６‐５２‐１３２９大島町商工会７／３０ …　夕刻より大島商工まつり
０７６‐４３５‐０１８２和合商工夏祭り実行委員会７／３１ ¶和合商工夏祭り　和合だらまつり２００５
０７６６‐５２‐３５１０大門町商工会７／３１ ¶越中大門サマーフェスティバル２００５
０７６３‐６４‐２２３９井口商工会７／３１ ¶２００５ふる里ふれあい夏まつり


